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主な取組内容

〇有機農業の取組⾯積の拡大(水稲)
R５年度 66.8ha → R９年度 68 ha

○有機農産物の販売数量拡大
Ｒ5年度 26 ｔ → Ｒ９年度 30 t

【取組による定量的な成果】
学校給食での有機野菜の導入回数
Ｒ3年度 0回 → Ｒ５年度 3回

普及に向けた取組

成果目標

学校給食での有機野菜の利用を拡大することができた。一方で、農業者への技術普及や、
有機農産物への消費者の理解は十分ではないため、技術普及講座や交流販売イベントなどの
取組について、引き続き実施していく。

背景・課題

品 目

構 成 員

鶴岡市では、市が有機ＪＡＳの登録認証機関になるなど、
市を挙げて有機農業に取り組んでいる。こうした中、有機
農業の拡大阻害要因である除草作業の労力不足を解消する
ため、生産者へ水田除草機の導入を促進するとともに、有
機農産物の利用拡大を図るため、学校給食への市内産有機
野菜の活用等により消費者の理解を広げることがより一層
必要となっている。

水稲

問い合わせ先
鶴岡市農林水産部農政課
Tel  0235－35－1295
Mail nosei@city.tsuruoka.yamagata.jp

【生産】
・市立農業経営者育成学校「ＳＥＡＤＳ」による人材育成

カリキュラムに有機農業を取り入れ、有機農業を志向する研修生
の研修先として有機農家をマッチング。

・有機栽培技術普及のための講座開催や冊子の作成
有機農業者等を対象に、土づくりやスマート技術に関しての公開

講座を実施。さらに、地域で実践される除草技術などの有機栽培技
術をまとめた冊子を作成し、その普及を図っている。

鶴岡市
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【加工・流通・消費】

・学校給食有機野菜提供事業
有機野菜（ベビーリーフ）の学校給食への導入のため、給食メニュー

の検討等に使う試験提供事業を実施。供給量、価格の検証、メニューの
開発が行われ、R5から通常の給食メニューとして、年3回実施。

・SHONAI ROOTSとの連携

SHONAI ROOTSは、令和元年に民間企業によって創出された新たな

有機・特栽農産物のブランド。有機や特栽農産物の高付加価値化と新規

就農者の販路確保を図る。

・交流販売イベントの開催

市内イベントにおいて有機農産物・加工品の展示、販売を実施。

鶴岡市有機・循環型農業促進協議会

鶴岡市有機農業推進協議会

 JA鶴岡、JA庄内たがわ、

 NEWGREEN SUPPLY社、鶴岡市
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